
順位

Ｈ17

1.7

Ｈ17

2.0

Ｈ17

1.0

Ｈ20

1.5

164,380

8,703

1.0

2.5

10,724

15.0

1.5

71,052

11,914

610,484

0.2

1.0

7,300 8,633 8,900 9,000

3.1

-10,724

13.8- 13.8-

-

◆総合計画における位置付け等

1.7

指標５
（単位：　）

7,269

13.8

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：％　）

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

４　成果・活動指標

10,724総事業費・人員
（単位：千円・人）

3.1

1.9 1.9

44,627

2,473

693,450 247,992 田名向原遺跡ガイダンス施設建設経費の減

史跡勝坂遺跡・川尻石器時代遺跡の用地購入費の減人件費 67,720 59,670

事業費

文化財の市民の認知度

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

982 349

目標値の考え方（根拠）

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

 文化財普及事業市民参加数

教育局

文化財保護課

１　施策の目的

佐藤　暁課長名

第６章　彩りのある市民文化を創造します

第２節　郷土意識づくりの推進

文化財の保存と活用

年度

郷土の歴史や文化を今日に伝える文化財に市民が親しみ、
市民の郷土意識づくりを推進するため、
文化財の保存と活用を図り、後世に継承する。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

２　施策の概要
文化財の調査・研究を進め、文化財の指定・登録を行い、市内遺跡の保存のため、埋蔵文化財の開発調整を行う。
文化財の公開・活用を図るため、史跡や文化財建造物等の保存・整備を行うとともに、市民参加の文化財普及事業を行う。

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

平成20年度（決算）

135指標１
（単位：件）

95 135

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値目標値

145

実績値

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：点 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標３
（単位：人 ）

135

72,888

136

2.4

27,868

14.2

7,500

2.42.4

総事業費・人員
（単位：千円・人）

16220

文化財の指定・登録数

基準値

文化財を見学した割合

0.2

155

市・県・国の「指定・登録文化財」件数【指定・登録して保存・
公開されている文化財】

史跡等の保存・公開活用度を指数化して【保存段階（指数
０．３）】、【整備段階（指数０．５）】、【活用段階（指数１）】、活
用指数の目標値への到達度（点数）を測る。

3

市・県・国の指定・登録文化財の累計数を地
域文化の保存につとめる指標とする

国指定史跡等（田名向原遺跡、勝坂遺跡、川尻遺
跡、当麻亀形遺跡・小原宿本陣５箇所）の公開活用
の到達度指数を各１点とし最大目標値を５点とする。

 古民家園事業、史跡活用情報発信事業、民俗芸能
大会などの参加者数により郷土意識作りの推進をは
かった指標とする

 保存している文化財をより身近に感じ郷土への愛着を深め
るきっかけとしていただくため、各種事業を実施した際の参
加人数

史跡等の保存・公開活用指数

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

1

2

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

4

指標の基準値の定義

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

総合計画市民アンケートの文化芸術に親しんでいる
市民のうち、文化財を見学したと回答した割合を指標
とする

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

有効性

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

課題
　文化財の保存と活用は、市民へのPRや市民協働により効果的に行う必要があります。

解決策
　市民協働による史跡等の活用策の検討など、継承するための将来ビジョンの確立

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.264で全119施策の中で41番目。
○重要度は3.294で114番目である。
○改善要望度は-0.444で115番目である。

Ｈ20評価点評価点

２次評価　施策目的から判断し、指標３により有効性及び効率性の評価を行う。これにともない、効率性を２点⇒４点とし、評価を
Ｂ⇒Ａとする。

8
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

市民満足度

合計

１次評価

Ｂ

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

文化財の保存と活用

津久井

南部
西部

北部

70歳以上

60代

50代

40代

30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△

施策 3.264 41位 3.294 114位
２０代 3.263 38位 3.404 107位
３０代 3.068 64位 3.072 113位
４０代 3.031 83位 3.179 113位
５０代 3.247 34位 3.357 110位
６０代 3.447 24位 3.319 115位
７０歳以上 3.413 48位 3.422 112位
北部 3.314 35位 3.322 114位
西部 3.356 32位 3.294 114位
南部 3.149 61位 3.245 113位
津久井 3.219 49位 3.324 111位

満足度 重要度
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